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埼玉県上尾市立西中学校
• 埼玉県中央部に位置する上尾市、その中
心上尾駅の西口に位置する。開発に伴い
駅周辺のマンションをかかえ、生徒数も増
加傾向にある。

• 全学年とも５クラス、特別支援学級４クラス
、全校生徒数５２２名の中規模校。

• 今年、３８年目を迎えている。
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研究主題の設定
• 平成１９年に４月、学校教育法の改正・施行を受け、特
別支援教育への具体的な取り組みが各学校でスタート。

• 本校においては、平成１８・１９年度の２カ年間に渡り、
生徒指導の研究に取り組み、その中で校内の特別支援
教育の支援体制を整えてきた。

• そこで、校内における特別支援教育に対する支援体制
を見直すとともに、一層強化を図り、その中で通常学級
における特別支援教育の在り方とスクラム学級（特別支
援学級）と通常学級の生徒間の交流教育及び共同学習
についての研究に取り組むこととした。
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研究のねらい
(1)スクラム学級における教育支援を見直し整理する中で、通常
学級における教育支援の在り方を検証する。

(2)発達障害に対する理解を深め、適切な支援の在り方を考える
とともに、一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育を
通して、困難さを・不自由さを感じる生徒への支援を行い、
充実した学校生活が送れるスキルを身につけさせる。

(3)交流教育及び共同学習を通して、一人一人の教育的ニーズ
に応じた適切な支援を行い、生徒がより発展的な活動に望め
るようにする。学級集団としての適切な対応の仕方（スキル）
を身につけるとともに、幅広い教育活動を実践していく。
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研究仮説
○特別支援教育の観点に立った生徒の実
態把握を通して指導方法の工夫・改善を
図り、一人一人の教育的ニーズに応じた
特別支援教育を行うことによって、個々
の生徒が学習が分かるという喜びや学
校・学級で生活する楽しさを味わうことが
できる。
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３つの研究部会の設置

部会１：スクラム学級（特別支援学級）の教
育課程の研究

部会２：通常学級における特別支援教育の
在り方

部会３：スクラム学級と通常学級の交流教育
及び共同学習の推進
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部会１ スクラム学級に
おける取り組み

◇研究のねらい

• スクラム学級における体験的学習の在り
方の検討を通して、生活単元学習の見直
し・整理を行う。

◇研究仮説

• 生活単元学習に体験的な学習を取り入れ、
実際に活動する場面を多く設定することで、
より生徒の成長・変容を期待できる。
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前年度の取り組み
• ２カ年間にわたる文科省委嘱『豊かな体験
活動推進事業』を通して、生徒に必要な力
を身につけさせる取り組み。 …どのような力を
つけさせたいか どのようなねらいのもと活動を設定して
いくのか

• 体験的学習『宿泊体験学習』『わくわくタイ
ム』の実践と活動内容・計画の見直し…実際
の取り組みを生徒の姿を通して見直し、次の取り組みの
計画を立てる
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具体的な取り組み

• 前年度までの実践記録をもとに、共通理解を図
り、本年度の計画を立てる。

• 事例生徒の決定と生徒につけたい力を決め、事
例生徒の変容を図る観点とする。

• つけたい力（体験学習によって培うことのできる力）とは、
①コミュニケーションする力 ②自己表現する力
③判断する力 ④社会生活をする力(社会スキ
ル) ⑤自ら意欲的に取り組む力
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わくわくタイム、
宿泊体験学習の実践

(1)雑草あらぐさ作業所 (2)大滝げんきプラザ
(3)足利 こころみ学園 の実践から以下

の点について見直しを行う。
ａ．生徒個々のようすと今後の課題についてまとめる

ｂ．各活動の洗い出し

ｃ．つけたい力５項目との関連一覧シートの作成

ｄ．５項目から全体・各活動の検証

ｅ．事例生徒の課題から全体・各活動の検証
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実践報告集から 大滝げんきプラザ
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実践報告集から 大滝げんきプラザ
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実践報告集から こころみ学園
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実践報告集から 足利林業振興センター他
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次年度に向けての課題
●事前・事後学習の検討…実践の具体的な方法
を見いだすまでにかなりの時間を費やしていて事前・事
後学習の段階にまで至っていない

●生活単元学習との関わり…わくわくタイム、宿
泊体験学習以外の体験的学習との関わりをどう設定す
るか

●他の部会との連携…効率的に、より実践的に行う
ための工夫・連絡・調整の方法
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部会２ 通常学級における
特別支援教育の在り方

◇研究のねらい

• 校内における特別支援教育の支援体制を
確立し、生徒一人一人の実態の把握に努
め、『困っている(困難さ・不自由さ)』を感じ
ている生徒に対して、一人一人の教育的
ニーズに応じた支援を行う。
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◇研究仮説

・『困っている(困難さ・不自由さ)』を感じてい
る生徒に対して、教育的ニーズに応じた支
援や必要なスキル教育を行うことで、授業
への参加意欲や授業で分かる喜び、人間
関係のトラブルを回避する能力を身につ
け、学級での所属感を感じることができる。
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前年度の取り組み

●通常学級における特別支援教育とは

…特別支援教育のとらえ方
●私たち教師が意識を変えること

…『困難さ』『不自由さ』を感じながら生活している生徒が
いる現状 どのようなとらえ方をしているのか

●これまでの枠組みの中でできる実践を

…規律ある態度の育成を目指して、場に応じた立ち居振
る舞いを目的としたスキル教育の実践
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具体的な取り組みとして
～気づきから支援へ～を基本的な考えに

• 支援を必要とする生徒に気づくための視
点・気づく目をもつ。…講師陣による校内研修

• 実態を把握する手立て…生活実態アンケート、Ｑ
Ｕ調査による学級・学年の実態把握と分析

• 事例生徒の検討…教科担当者・学級担任よる掌握
学年・校内委員会での検討
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• 支援を行う観点を明確にした支援の計画
づくり…総合的な学習の時間におけるスキル教育の年
間指導計画としての位置づけ

• 学習について困っている生徒への対応
…ＴＴによる教科指導、資料提示の仕方の工夫、授業間
の共通の約束、発問の仕方や具体物の提示、適切な机
間指導の方法

• 望ましい学校生活を送るために…生徒が身に
つけることが望ましい生活スキルの習得や具体的な学
習支援の方法について研究成果から明確にする
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• スキル教育の授業実践による検証…授業実
践を重ね、対応の方法を検討。生徒への適切な言葉か
け、情報交換を行いながらの授業改善につなげる

• 社会性を育てるスキル教育…社会性を育てる
ための体験活動の計画 事前学習におけるスキル教育
の実施 体験や訪問等の実践活動を通じて、実社会で
使える社会性スキルの習得
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• １年社会体験活動
正しい言葉遣い あいさつの仕方 困ったときの対処の
方法 人と接する上でのマナー 自分の意見の伝え方

• ２年ＪＩＣＡ訪問
正しい言葉遣い 人との接し方 適切な質問の仕方 異
文化・習慣を学ぶ

• ３年大使館訪問
正しい言葉遣い 日本の習慣と外国習慣とのちがい
異文化を意識した訪問マナー 質問の仕方と適切な言

葉遣い

スキル教育の授業実践を通して
～特色ある体験活動～
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上手なコミュニケーション（学級活動
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自分の意見を伝える（進路指導）
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資料提示の工夫（数学）
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事例生徒学級による日常の
実践
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成果と次年度への課題

• 自己の価値観に気づき、集団の中の個の
位置づけを理解しつつある。周囲とのトラ
ブル回避能力が身につきつつある

• 教師間の情報の共有、支援を必要とする
生徒への同一歩調での支援活動

• どの授業でも活用できる方法の検討
• 自己有用感を味わう一層の生活改善
• 保護者の理解と協力体制の確立
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部会３ 交流教育
及び共同学習

◇研究のねらい

• 教師間・教師間・生徒と教師の間における
交流の場を確認し、広げ、深めるとともに、
スクラム学級生徒と通常学級生徒相互が
学び合えるように内容の改善を図る。
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◇研究の仮説

• 交流教育及び共同学習を推進することに
よって、それぞれの立場を理解し、思いや
りの心を育み、共に生き、学ぶ事の喜びを
味わうことができる。
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• 定期的な交流の場の設定
所属学級での交流給食 朝会・集会活動への参加 委
員会活動 学校行事への参加

• 交流を続ける生徒のアンケート調査・分析
スクラム学級生徒の受け入れと、受け入れる側の通常
学級の生徒の心の変容について、アンケート調査

前年度の主な取り組み
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具体的な取り組み
①交流教育および共同学習の機会…委員会活動・交歓給
食・体育祭・修学旅行・スキー教室・ＪＩＣＡ・大使館訪問

②生徒の状況把握 …クラスや学年の状態（受け入れ態勢
について・設定・サジェスション）

③変容の視点（内容）…交流教育を行うことによって通常学
級および特別支援学級の生徒がどのように変容していく
か。（例）かかわり・言葉掛け・行動等

④変容の指標（尺度）づくり…生徒の感想（自由記述）
アンケート項目の設定

（受け入れ方・見方・段階・対等性）
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交流教育に関するアンケート

アンケートの集計結果
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アンケート詳細 （旧２年生）

• 交流給食で

• 話をしたことが

• ありますか

• 体育祭に

• 一緒に

• 参加して

• どう思う

2
11

32

121

よくする

時々する

たまにする

したことがない

16

86

4

37 とても楽しかった

楽しかった

あまり楽しくなかった

なにも思わない
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アンケート調査の考察

• 会話が少ないことに対して、座席の固定
があげられた。→座席を固定せず移動さ
せることで、改善された。

• 会話の話題が見つからない。→スクラム
学級通信を通常学級教室に掲示、共通理
解を図り改善。

• 体育祭「とても楽しかった」…クラスに偏り
→体育的技能・走力を認めている。日頃
の鍛錬の成果を理解。
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成果と次年度への課題

• アンケート調査を重ねることでスクラム学
級と通常学級の生徒及び教師が互いに近
づき、理解し合おうという姿勢が高まった。

• 見えない壁が取り払われてきた。
• 受け入れ側の状態を整えること、個々の
生徒の状態を理解すること。

• スクラム担当と理解し合う場・確認する場
を設けることが必要。
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研究・実践の成果
• 『特別支援教育』とは何か、校内研修や各部会での論議を重ねる中で、特別支援を特
別な視点で捉えるのではなく、これまでの教育活動の延長線上にあるものであることを
とらえ直した。

• そうした中で発達障害に対する理解を深め、私たち教師が気づきの目を持ち、教育的
ニーズに応じた適切な手だてを講じていくことがより強く求められていることもあらため
て共通認識をすることができた。

• 一人一人を大切にした分かり易い授業実践は、特別に支援を必要とする生徒ばかりで
はなく、授業全体のスキルアップを図るものであり、教師の技量の向上や学級全体に
も相乗効果を上げるものとなった。

• 授業実践を積み重ねの中から、生徒にとって｢分かる授業｣をするためにはどのような
手だてが有効なのか、生徒理解と共に教師一人一人が授業の構想をする力が少しず
つではあるが向上してきている。

• 学級での生活を上手く送れない生徒も周囲との関わり方のスキルを学ぶことでトラブル
を起こしにくくなったり、周囲の関わり方も混乱を避けるような関わりがもてるようになっ
た。生徒の中からも「この授業を通して○○が分かった」「○○ができた」という実感を
持った感想も見られた。

• 本研究で目指している「一人一人の教育的ニーズ応じた特別支援教育」とは、決して一
人の生徒に対して向けられたものではなく、このことを通して学校全体に「分かる喜び」
「楽しさ」が感じられる学校生活を送るという形ができつつあると感じている。同時に私
たちの教師のさらなる授業技術の向上、教育相談・生徒指導的な生徒との関わりの場
面での人間関係づくりにも、影響を与えていることが確認できた。
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次年度に向けて
• 課題研究を通して、本校が目指す生徒像『分かる喜び』『楽しさを感
じる』生徒が生活アンケートの実施等により、育ち始めているという
実感はある。

• ２年目に向かい、Ｑ-Ｕによる生徒の継続的な観察と支援が、必要と
なる。

• ２年目の課題として検証を進めていく。今後の継続的な支援で生徒
の変容をさらに観察を続けていく必要がある。

• 保護者の協力・理解が得られないケースもあり、保護者への資料提
供をするための観察記録としての生徒の学校生活の様子について
、または指導の経過について継続して書きためておくようにする必
要もある。

• 生徒が「分かる喜び 楽しさが感じられる学校生活」を送れるような
具体的な手だてを教師一人一人がさらに追究していく姿勢を持ち続
けることが必要であり、それらを継続することによって生徒の一層の
変容を促すことができるものと考える。
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今年度の方向性として
• 前年度までのスキル教育をそのまま継承
して進めていく。 これまでの流れ・計画の
中で実施。

• 教科指導に役立つ手立てを西中の授業
指導マニュアルとしてまとめていく。

• 日常の中のスキル教育の実践。
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